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最近，超離散化の手法が盛んに研究されているが 1,2)，確率セルオートマトンへの超

離散化の構造はまだよく研究されていないので，その構造に関して検討を行う．特に本

研究では，超離散化を行うと確率セルオートマトンの特別な形であるDomany-Kinzel
モデル 3)を表す方程式が得られるような確率偏差分方程式を探しだし，さらにその

時空間連続極限に相当する確率偏微分方程式を求め，確率セルオートマトンの解の挙

動を考察する．以下，超離散化について簡単に説明をする．

まず，X =
{
Xt

j : t ∈ {0, 1, 2, · · ·} , j ∈ Z
}

, Y =
{
Y t

j : t ∈ {0, 1, 2, · · ·} , j ∈ Z
}

はそれぞれ独立同分布で，かつXと Yも独立とする．但し ,
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である．このとき次の確率偏差分方程式を考える．
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但し，ut
j ∈ [1,∞) , t ∈ {0, 1, 2, · · ·} , j ∈ Z．(1)を ut
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eUt+1
j /ε =

{
e2Ut

j−1/ε + e2Ut
j+1/ε

1 + e(Ut
j−1+Ut

j+1)/ε

}Xt
j
{

1 + e(Ut
j−1+Ut

j+1)/ε

eUt
j−1/ε + eUt

j+1/ε

}Y t
j

(2)

両辺の logをとって，
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ε → +0 の極限を考えると，公式 lim
ε→+0

ε log
(
eA/ε + eB/ε + · · ·) = max (A,B, · · ·)

より，
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となり，Domany-Kinzelモデルを表す方程式が得られる 4)．シンポジウムでは，上記

の確率偏差分方程式と Domany-Kinzelモデルの関係について報告したい．
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